
活動や体験を生かす  

広島巾立本川′ドご二校長 平 末 郁 馬   

れている。ここで言われている上し体的な漬動  

や体験とは、見る、調べる、実験する、指す、  

つくる、飼う、育てる、遊ぶことなどである  

とともに、それらの情動の様「や自分の考え  

などを、∴葉、文丁、絵、動作、劇化などで  

表現する活動である。   

こうした活動や体験は、常に教師から一方  

的にリーえるだけではない。調べてみよう、探  

してみようとする必質感を再て、f・どもたち  

がめあてを持ち、計画的に小Jr‖丁でもくり返す  

ことができる配慮が必要であろう。イ▲どもの  

強い関心と意欲に支えられた活軌や体験は、  

必然的に丘感を使ったものになる。   

体験学習には、見たり、調べたりする必要  

があって行う場合もあるし、まず体験してみ  

る学田もある。後者の場合は、「l甘越をつか  

む」ことに竜一イよがおかれよう。どちらを選ぶ  

かは、何をねらうかによって決まる。   

いずれにしても、漫然と清軌や体験をさせ  

るのではなく、了どもの！Ⅰ：き方や考え方に問  

いかけるものでなくてはならない。今、その  

具体化が求められている。  

子どもは、本来豊かな感  

件を持っている。しかし、これまでの教育現  

場をみるとき、感性を育て、伸ばす教育は誠  

にスケールが小さく、弱かった。   

豊かで、新鮮な感性をはぐくみ、それを働  

かせながら対象に取り組む学習をどのように  

行うかは、緊要な実践課題である。   

豊かな感性は、打感を使って調べたり、確  

かめたり、ものをつくったりするi舌動や体験  

の巾から待つものである。   

この度の新学習指導要領で、具体的な活動  

や体験を重視することが強調された。今まで  

も学習活動の多様化が求められ、体験による  

学習の必要性が言われていた。   

特に、小学校低学年では体験を通さないと  

本当の理解はできないこともわかっていた。  

しかし、時間かかかることもあって、多くは  

教師の説明によって即解させようとしてきた  

のが実情である。   

新設された隼活科では、具体的な活重力や体  

験が、単に手段や方法ではなく、内容であり  

方■法であるとともに、円債として位置づけら  
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生活科年間指導計画作成上の配慮事項  

れなければならないことを求めている。  

① 具体的な活動や体験を重視する  

② 自分とのかかわりで社会や自然をとらえ   

る  

③【十分自身への宝U」▲きを大町こする  

④ 隼清仁必要な習慣や技能を身に付ける  

生活科の内容、方法   

隼清不トでは、首ご1半年、第2′学年とも6項  

【】の内容が示されている。その内容構成に人  

きな影響をり・えたものが、内容選択の視点で  

ある。それは、 二つの基本的な視点と十の具  

体的な視′・∴（から柿成されている。これらの内  

容選択の視点をわかりやすくホしたものが、  

lズIlである。   

I．ほみると、 内容選択の視∴ ′」：活科が重視す  

る活軌や体験は、甲なる手段や方法ではない  

ということがわかる。それらは、内容であり、  

方法であるととい二、L】標でもある。すち・わ  

ち、具体的な活動や体験そのものが、牛活科  

にあっては枇めてを要な意l味を持っているの  

である。  

、ド成4年度からの折教育課程全面実施に向  

けて／仁清科年間指導計画lの作成は、各小学校  

の亜要な課題である。   

そこで、隼清科牛問指導計画作成上の配慮  

串項を∴つにしばってあげてみる。  

1 生活科の趣旨をよく理解すること  

／＝■1村の廿標、l勺容、ノバ上等について、よ  

く理解することがまずもって人切なことであ  

る。  

生活科の教科目標  

！し体的な盲．1則や体膜を通して、‖分と  

身近な朴会や‖然とのかかわりに関心を  

もち、l’l分【′】身や‖分のf巨i舌について考  

えさせるとともに、その過杵においてく仁  

i．1仁必安な汁l買や技能を身に付けさせ、  

l’川二への基礎を養う。   

この教科［］標からみて／t清科の究極的なね  

らいは、‖立へのプ．⊆礎を養うことである。そ  

のためには、次の川つのポイントか押さえら  

れ＝】常／l二1．1に必嬰なナてノ椚⊥こ一拍fiEを身に付けるよ1にする。（ノ．ト小甘十王′［i．キ円十賃や′l‘l占・技能）  

Jt■■興：文部省が／1二活科研究抑進校に参そ資料として配布したものから 岬用H63年4J」）  

図1 生活科の内容選択の視点   
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2 子どもたちの生活圏である地域環境の実   

態について調査し、理解すること  

／l二l．千村は／▲どもたちの／＝舌陸lを！、㌣習の場と  

するとともに・、iニ‥習の対象とする。このことは  

√どもたちの／トi．†陸lである環境（口然環境、  

朴会茄境）を理附することなしには、／＝吉村  

のて、ト習は展開できないということである。   

そこで、教帥は、′、iノ：校の地域環境を自らの  

【lと足で詳細に観察や舶杏をし、それに基づ  

いて牛廿杵升、ト習にイ√効な素材を探索するこ  

とが人り」となる。例えば、次のようなことで  

ある。  

・いつ、どこに、どのような化が咲き、美を   

つけるか  

・昆虫などの動物は、どこで、いつごろから  

i．†軌を始めるか、それを観察できる域所は   

どこがよいか  

・近くにある公瞳lはどんな公牒lか  

・祭りなどの地域の行中にはどんなものがあ   

るか  

・季節によって人々の／＝占はどのように変わ   

るか  

・地域の千ム紘的な行事や人々のくらしなどに   

ついてr・どもに．‡．キのできる八が近くにいる   

か  

・」’一どもがl朴L、をもっているものには、どん   

なものがあるか  など   

こうして探索した地域素材が、教材として  

適切かどうかを検討し確かめるためには、そ  

れらを例えば、「隼活科マップ」に整理する  

とよい。また、峠系列に基づいて配列した「／ト  

活利麿」の作成も大切なことである。  

3 子どもたちの実態をよく理解すること   

生活科では、教帥が中心になって何かを教  

えるというのではなく、fどもとともに学習  

をつくi）上げていくという基本的な要勢が求  

められる。このように考えるとき、一人ひと  

りの十ども理解は、不可欠の重要事である。  

例えば、次のようなことである。  

・▲人ひとりの了どもがどんなことに興味・  

関心をもっているか  

・友だち関係はどうか  

・自分の意見や考えをはっきり述べることが   

できるか  

・家庭や地域での隼活の様丁はどうか  

・一人ひとりのイ▲どもはどのような良さをも   

っているか  など   

このように子ども理解を徹底することによ  

って、活動や指導の重点をとらえることが＝J  

能になる。   

牛活科年間指導計画は、これまでに述べた  

二つの配慮事項をもとにしながら作成してい  

くことになる。その際、最も人切なことは、  

どのような子どもに台てたいかという教師の  

願いを計画の巾に衣現することである。   

なお、参考として、′1二活科活動参考例（汁．  

典：岡1と同様）の中から活重力例のみを取り  

出して図にしてみた。  

弟 1 ィ・隼   弟 2・、rニ fト   

／  
軒酬りをしよう  

／  

②公・軒＼行こう   
／  を楽しくす 

③誓り 

C3 

n  

④植物を台てよう 

10  

／   

④秋をさがそう  ⑤撒りをしよう ⑥書吾ちゃ人仝をし  
郎性根ひ   

12   ⑤射刷軋よう   

くらしを調べ   

／／   

2  

⑥遊ぶも掴作ろう1  

／  
⑦もうすぐ酬   

図2 生活科の活動例   

（「生活科」共Iiり研究グループ）   
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；こ付L芦■  

遊びを育てる障害児の遊びの指導に関する研究  

広島11J教育センタート圧指導巨巨 宮河 治   

輪を入れた。   

A君は視覚的な感覚遊びや唇や舌での感覚二  

進びから身体接触による感覚遊びを女fむよう  

になってきている。八との情動的閥係が否つ  

「いで、相手の行軌を待ったり、動作模倣や要  

求行動をホしたりすることができるように左・  

ってきた。時には、指導苫‘かご）の捌き掛けに  

からかうような什二∫ご¶二と表情 を見せることもあ  

る。このように、発達にあった対ノし関係を碓  

保できるならば、二ころの余祐を＿収り反すこ  

とができる。その中で、行動と行別の問で文  

脈を逸脱した遊びとしての臼発的な行軌をノJミ  

奪われたこころ   

数人の了一どもたちが賑やかに遊んでいる。   

A才†は遊戯室の隅に煉り込んで腰や頼を叩  

いている。遊具を子の届く所に置くと片手で  

持ち、も  

う 一方の  

手でもさ  

わりかけ  

てはそグ）  

手で頼や  

腰をIll」く  

写真1遊びたいけど遊べない という常  

川行軌（鉦傷行為）を練り返す（写真1）。   

A才Tは賑やかなホに敏感であり、何とか遊  

具へのリーチング（手を伸ばすこと）もでき  

るが、賑やかな声にこころを車われ、余裕を  

失い、好きな遊びにi一之ることができないよう  

である。  

写真2 楽しい遊び  

遊びを育てる   

遊びは、f一どもにとって楽しく‖発的でL†」  

由な活軌であり、逸脱することによる新しい  

行動の発見を什うものである。最近の十ども  

は遊びを忘れ、遊べなくなってきていると∴  

われる。l埠害を持つ多くのイ▲どもたちも、失  

敗感、挫折感を持つことが多く〔」ら遊びを発  

展させることに消柾的である。   

こうしたイーどもたちには、まず、遊びをl肌  

苦している安閑を取り除いてこころの余裕を  

取り戻させる。それから、発達に応じた対八  

関係を基盤に置きながら、 千ども自らが挑戦．  

‖r能な環境を準備し、楽しく自発的で「1由な  

i舌垂プノを妨害しない程度の刺激をrノーえ、子肋け  

をL、相手をする等の援助が必安である。   

遊びと対人関係   

遊戯室には、指導者とA封▲の一▲人だけ。A  

君はいつものようにタオルを‖にくわえたり  

眼前でヒラヒラさせたり、子をかざして見る  

ような感覚遊びをしていた。指導者がA君の  

眼前に輪投げの輪を美し目すとん守一で輪を取  

って輪投げの軸に入れる。入れるとまた感覚  

遊びを続ける。「Aイ1■」と、声を最卜けるとチ  

ラッと振りlらJき指導者の差し出している輪を  

取り（写真2）、また後ろを向し、て感覚遊び  

を続ける。「A君、ここ」と声を掛けながら  

指導者の輪投げの軸の頂をトントンと指で叩  

くと、A君も後ろを向し、たまま輪を机にトン  

トンと打ちつける。再度声を掛けると、ニヤ  

ッとからかうような表情をする。何度かする  

うちに、突然「イーツ」と元気な声を上げて  
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写真で見る広島市学校教育の歩み  

塩
草
嘉
最
蕃
畳
 
 
 

轟軒  

「広．特高在学校沼牒・二詰」は、l］桐I161年度の初めより鮎さんに荷f一し、平成元年3日刊行の運び  

となりました。編集に当たって収集した数多くの写真資料のrl■から6枚をとi）あげ、広島古学校  

数台の歩みの 一端として糸汁介します。  

く学童集団疎開   

昭和20年   

神崎国民学校   

疎開先での制  

札である。親元  

を離れた兄童は  

地元の兄童とと  

いこ十校牛清を  

送った。  

▲運動会 大正期  井原尋常高等小学校   

ノル三l族のもとで、 「遊戯」を損じている。  

会場の近くには川が見える。二Il呼、広い運動  

場を持たない 十校は、川†貞などの空き地を利  

用して実施したという。  

ト青空教室   

昭和21年   

職町国民学校   

多くの学拉は  

恍け残った校舎  

や借りた民′京・  

1二場で授業を再  

l判した。しかし  

炎大卜のもと、  

ガレキに埋もれ  

た校舎跡での授〆  ▲体操  昭和初期  飯室尋常高等小学校  
ノノノノ｝ノ   

肋木と鉄棒を川いた体拭の投業である。こ  

の体操は、スウェーデン式体操と呼ばれ、き11  

時ナ刊交体操のi三流をなしていた。  

業を余儀なくさ  

れた学校も数枚  

あったという。  

▲
t
止
l
 
 
瓜ば■1  
（新制中学校）   

昭和22年   

第5中学校  

（現職町中学校）   

窓がなく鉄骨  

のはみ出した教  

室で、手作りの  

腰掛に畦って授  

業を受けた。   

▼創設時の授業  ト新教具の利用   

昭和17年  

白鳥国民学校野   

巾央にラジオ  

ムニイ丁に掛図が見  

える。二！川手普及  

した新教具での  

研究授業の様了  

である。  
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教育センターひろば  

教育センターでは教育研究をすすめるに！11  

たって、次の方々に研究協力員をお暇いして  

います。  

平成元年度研究協力員  

＊講師 作′束  

阿 川 弘 之 尤／寸三  

省苦「年年歳歳」「春の城」「魔の遺産」  

「雲の墓標」ほか多数  

＊演題「数否とユーモア」  

＊日時 平成元年12月7［］（湘14：30～  

＊場所 広島市青少年センター  

＊対象 数職員、社会教育関係職員   

トヱ旦ぜ竺  研究協力H氏名  所属校（園）名  

ll■ 乱 打 惑こ  

松 川 芹芙丁  

吉 池  恍  

l′l．仁も 小′、7二枚  

本川 ′ト、；ごこ校  

本川 小 71佼  

ノし丁・l■‖】．小乍校  

八 木 ′」、一、r：校  

倉墨卜小て、iJ二校  

倉剋卜小 卜校  

矢野 ′ト！ソニ校  

矢野小、j′二校   

基町 ′」、′、／：校  

帳町 ′ぃうキ校  

珂＝崎 小・ナ柏  

／i坂 ′ト キニ校  

人 芝 小 二’r：校  

広島養詣巨㌣掩  
汗i皮「f】；ノ‥校  

」斐 申、iご‥校  

．吾川丈」い巨、ト校  

賢
邦
 
 

－
 
 
 
J
 

l
 

楠
藤
 
 ハ 山  忍  

佐々木 ÷丁・ワユ  

∴ 日 加 r・  

今年度後期は次の6名の先生方が、それぞ  

れの専「F】分野で研修を進めておられます。  

＊算数科教育 尾形憤清教諭（神崎小学校）   

研修題目：【問題解決の過程における教師の   

発言のあり方に関する研究  

＊生活科教育 前垂幸美教諭（しH抒東小学校）   

研修題目：日分と身近な社会とのかかわi）   

を具体的に把握させる生活科学習指導法の   

研究  

＊音楽科教育  荒木直子教諭（作中学校）   

研修題目：一人ひとりの感じ方を人切にし   

た鑑賞指導の在リガに関する研究  

＊教育相談 迫掛旦子教諭（落合東小学校）   

研修題目：児童のやる気の育成に関する研   

究  

＊障害児教育 石田さと子教諭（哲夫小甘校）   

研修題【」：聴覚障害児の構文指導に関する   

研究  

＊教育工学 伊寝真司教諭（観音中学校）   

研修題目：情報基礎領域における自己評佃   

に関する研究  
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Ji．‖古来小学持  

回蚕∵いトナ校   

いミl蛮七中学廉  

瀬野川小′、ト校  

算数■ 数・7日数日  

理 科 教  

技術・家庭科教育   

幼 稚 園 教 育  

リ日ソ慄」  

世木田照彦  

高藤 糟行  

題 字 広島市立中野小学校長  

表紙絵 広島市立了川市観音中里撒頭  

～広島巾現代美術館～  

ヘンリー・ムーア（イギリス）作「アーチ」  

画回回回   
秋も深まってきました。今【口＝ま「活動  

や体験を隼かした教育」について特集し  

てみました。教育実践に役立てていただ  

ければ幸いです。   

＊退任   

梅田久恵図書資料室嘱託  

＊就任   

大FT一賀子l甘苦資料室嘱託  


